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『リズムで学ぶ日本語発音あいうえお』の開発











































別宮 (1983)や田中 (1999)によると, 日本語は俳句をはじめとして, 4拍でひとまとまりのテンプレー
トをリズムの基本にしているという②。そこで,発音練習用の文は,俳句や標語, ことわざなどから4
拍のテンプレー トに合うものを探すか,なければ作成した。












ため,図1のように音として現れない拍は○で表記し, こ  だ ぢ づ
れを意識できるようにした。また,同様に, 2拍や4拍で  ⌒  ⌒







次に,パー ト2では,パー ト1でも取り上げたものの, 1度では習得できないような音,または,例
えば 「ス,ツ」など間違えやすい音を敢えて対比させて取り上げた。パー ト2は,毎回,A・B2つの













五十音 (ア行～夕行) 2 五十音 (ナ行～ン) 3 ア 0カ行
4 サ ・夕行 5 / . l:.',Si 6 マ ・ヤ行
7 ラ・ワ行 8 ガ・ガ行 (鼻濁音) 9 ザ ・ダ行
10 zl  .  z{ fJ 長音 12 促音
13 拗音1 14 拗音2 15 拗長音
16 撥音 数1 18 数2
19 助数詞
20 母音 21 長母音1 22 長母音2 23 無声化母音
24 )f'fr & rrf] 25 夕行とダ行 26 力行とガ行 27 サ行とザ行
28 「シ」と 「ヒ」 29 「ス」と「ツ」 30 「チ」と 「ツ」 31 ラ行とダ行
32 力行とガ行鼻濁音 33 拗音 34 撥音 「ン」 35 促音 「ッ」
36 撥音と促音
37 ア行。力行 (「ウ」を中心に) 38 サ行 (「シ」を中心に) 39 「ザ」と 「ジャ」
40 夕行 (「チ」「ツ」を中心に) 41 ナ行とガ行鼻濁音 42 ハ行 (「ヒ」「フ」を中心に)
43 ラ行 44 パ行とバ行 45 ダ行とラ行
46 ガ行とガ行鼻濁音
?
? 撥音 「ン」 48 促音 「ッ」
49 拗音とヤ行
50 アクセントとイントネーション1 51 アクセントとイントネーション2
52 列挙とイントネーション 53 2要素間のイントネーションの型
54 フォーカスとイントネーション 55 対比の 「は」とイントネーション












3.1 教材を使 つた教員に対するアンケー ト結果





表 2 教材を使った教員に対するアンケー ト結果
教師用解説書について    わかりやすい(2)  ふうう(5)  少しわかりにくい(1)
教材作成の意図       わかりやすい(8)
4つのパー トの順序     今 のままでよい(8)
個々のパー トの量      ちょうどよい(8)
教材で使用している記号   わかりやすい(4)  わかりにくい部分もある(4)





































































☆1猫めと2籍めは瞥さがちがぃます。     Xはつおん  ×セフター
☆ひとつのことばの寧で、」養やがった     ×はワぉん  XlぞンフL
音 、  上が  せん。          Oはつおん  Oマ  ー
☆繊議がっぃたとき
弱議がっぃたとき、ぷ議の齢で讐が十がる  がコGttD  ヵ瘍灘ぁらう
ものと、下がらないものがあります。     力覇     かぉ難あらう

































3.3.3 パー ト2, 3の構成見直しと練習語彙 ・文の再検討
試作版2までのパート2は,図3のよう  第24面サTとザT
に,Aで当該音を含んだミニマルペアを用  AOいユーショー (帥"0ヮ   “トチョしショQ緩姉鴫"ュ
い て 音 の 違 い を 認 識 し , Bで そ の 音 を 含 む    bュ _ジョー 郷 り 'LnhP   bチ ョLジョ 帽 れ H馘 三Str
短い文でリズムとともに発音練習をすると   ぃ ■ ①Ⅲ.m融    ぃぃシセア棚脱“e
いう構成だった。 しかし,この構成ではり   b聾 ② eleph     bシ」ン(自榊…e
ズムをもとにするというよりも,個々の音   c ガヽ ⑩ー …k     ⑥aセ涵 銑日)と。憶dり
の違いが強調されているだけであり,パー   bジ 聾 o‐ | ゼンジッ (前日)じ pHedmg d呼
卜1から2へ, 2から3への流れもスムー  B。)蛛すし掛し しせさそす
ズではなかった。そこで,パー ト2の構成   ②ひじひざずきずきざけぜぞ
を考え直し,図4のように,Aでミニマル 図 3
ペアによる語彙レベルの練習, Bでミニマ  発20固サ雷とザ雷
ルペアに近い形の句レベルの練習, Cでそ A(1)さんねん ∈年)L"r壼       (4)せい の hily une
ざん乱 QttD"8't plty       戻ゝヽoЮほの音を含む文レベルの練習というように3 (2)あ7 ① L8.島d        (5)そうlfll μ鮨t mOよ
段階の構成に改めた。
また,試作版 2までではパー ト2でアク     きず0"颯…t
セント型と拍数が一致するようなミニマル  ①臆鼻
ペアを練習語彙として用いていたために,   (aoキスがしたぃ
初級レベルでは扱われないような語彙も一    °傷ないたい
部あったが,初級の教科書で用いられる語  C=称 碑ζず∫∬乳ぞ
彙を中心にして語彙の選定を行い,アクセ             図4
ント型は異なっていても拍数が同じであれ  鶴48舞翡rrン』
ばミニマルペアに準ずるものとして,練習  A,も'機‐k懇,     み卜回
語彙に取り上げることになった。        り歴 おFあさん`お母さん)
パート2の構成が改められたのに伴って,    Fiん(五縛i     こんたちは
パー ト3の構成も見直すことになった。tt  B・・おとうさん¨ まんιヽんでんじゃで勲・けます
作版 2まででは,図 5のように,Aで:     °
けんさのけつかは もんだいなし
語レ     :?鷲書尤奪カ ビ寃磐解疑驀8 °でたら でんoが 1,―ンリン
ベルの練習をしたあとで, Bで文レベルの      かぞくはみんな0あんじんだ
練習をし, Cでタト句や早口言葉,語呂合わ  C・熟わ焚賞によが機。ための絲
せ,標語などのリズムのいい文を使っ  ｀   6°
警rmtol ll■"9ple)ty tte"Ⅲle、fり,1:ヽc o91c.






第46回 晨音 「ン」で,パー ト2が語 ・句 ・文の3段階になっ
A.(1)○かじを みていたたのにあわせ,図6のように,パー ト3は
かんじを みていた
句 ・文 ・俳句や早口言葉などという3段階   (2)○かりるねだんはやちん
○はこぶ ねだんは うんちんに変更することになった。また,試作版2
B.(1)けんさの けっ力ヽま もんだいなしまでのCではいくつかリズムがいいとは言    (2)おとうさmOOまんいんでんじゃでで力ります
(3)げんかんを○○○ ○でたら でんわが リー ンリンえない標語なども混じっており,教師がモ
☆(4)こんやも あんぜん うんてんで000
デルを示す際にも困難を伴っていたので,        かぞくはみんな○あんしんだ




















ア行 ・ヤ行 ワ行 :マ行
?
? lS ' f r .  / l f l
4 サ行 ・ザ行 5 夕行 ・ダ行 6 ラ行 ・ナ行
力行 ・ガ行 (鼻濁音) 8 力行 0ハ行 9 長音
10 促音 拗音1 拗音2
13 拗長音 14 撥音 15 数1
16 数2 17 助数詞
18 母音 19 ,S'fr L tf't], 20 サ行とザ行 ?? 夕行とダ行
22 ダ行 とラ行 23 力行とガ行 24 力行とガ行(鼻濁音) 25 ハ↑予





? 長音2 33 促音
34 撥音 35 促音と撥音
36 母音 37 lS'fr & rtfi 38 サ行
39 ザ行とジャ行 40 夕行
?
? ダ行とラ行
42 ラ行 43 ナ行とガ行 (鼻濁音) 44 ガ行とガ行 (鼻濁音)
45 ハ↑子 46 撥音 48 促音
48 拗音
49 アクセント1 50 アクセント2
51 アクセ ン ト3 52 イントネーション1
53 イントネーション2 54 イントネーション3
55 イントネーション4 56 フォーカス1
57 フォーカス2 58 対比の 「は」とイントネーション






初級  8名 (日本語研修コース4名, 日本語課外補講 4名)
中国 ・スリランカ・フィリピン・中国 (カザフ)







表 4 学生に対するアンケー ト結果
1回の量について ちょうどいい(11)  少ない(2)
練習の文について 簡単(4)  ちょうどいい(7)  難しい(2)









できない(1)      無回答(1)
7 授業以外で練習したか よく練習した(1)    時々練習した(9)
全然練習しなかった(3)
8 コラムは役に立ったか とても役に立った(6)  少し役に立った(6)
あまり役に立たなかった(1)






































含めたガ行鼻濁音のコラムを入れ,パー ト1で音の提示,パー ト2で力行とガ行 (鼻濁音と非鼻濁音を





























































試作版 1では教材の各部分を 「1巡目, 2巡目…」と呼んでいたが,試作版 2からは 「パー ト1,パー ト2…」
と名称を改めたので,本稿では試作版 1についても 「パー ト1,パー ト2…」という名称を用いることにする。
田中 (1999)によると,川柳やプロ野球の声援などにも4拍のテンプレー トを基本にしたリズムが見られると
いう。




○ 。●は名詞の拍,▽ ・▼は助詞の拍を示し,〇 ・▽はアクセントが低い部分,● ・▼はアクセントが高い部
分を示す。
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